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◎広西中糧、広西チワン族自治区でキャッサバ原料の２０万トン級エタノール事業実施 

【中国化工報 2006年07月04日】 

広西中糧物質能源有限公司（広西中糧）は、広西チワン族自治区南寧市良慶区政府との間で

投資契約協定を取り交わした。同公司は南寧沿海経済走廊開発区にて、キャッサバを原料とする

燃料エタノール事業（生産能力２０万トン）を実施していく。同事業の敷地面積は４００ムー（１ムー

は６．６アール）、投資額は８億６５００万元、１年をかけて施設を建設していく。年間売上は１０億７

０００万元、利益は４８００万元、納税額は３６００万元に達するものとみられる。広西チワン族自治

区はこのほかにもキャッサバを原料とする１００万トン級の燃料エタノール事業も計画。同事業は５

期に分けて実施される予定である。 

------------------------------------------------------------------------------------- 
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◎日本、中国産キクラゲの農薬残留量検査割合を５０％に拡大 

【国際商報 2006年07月04日】 

日本の厚生労働省は、６月２８日、中国から輸入されるキクラゲと加工製品について、ビフェント

リン残留量検査の割合を５０％に拡大している。日本の残留農薬規制強化策・ポジティブリスト制

実施以来、日本側が中国産農産物の農薬残留検査の割合を拡大するのは３回目となる。５月３１

日東京港着の中国産冷凍キクラゲ（５月２８日福建省アモイ市から輸送。計６トン）を対象に行った

検査で、ビフェントリン含有量は残留基準の０．０５ｐｐｍを大きく上回る０．６５ｐｐｍが検出されてお

り、今回の残留量検査割合拡大を決めた。厚生労働省の統計によると、２００５年中国からのキク

ラゲ輸入量は２７８４トン、冷凍マッシュルーム、キクラゲの輸入量は４６５３トンとなっている。 

------------------------------------------------------------------------------------- 

◎国家質検総局 「ビスケットの品質合格率は８６％」 

【国際商報 2006年07月05日】 

国家質量監督検験検疫総局（国家質検総局。製品品質を管理する。）は、北京市、河北省、上

海市、江蘇省、遼寧省、福建省の６省・直轄市でビスケット、クッキーメーカー３４社の５３製品を対

象に行った品質サンプリング検査の結果を発表、合格率は８６．８％であったことを明らかにした。

大きな市場シェアを持つ杭州頂園食品有限公司の「康師傅」ブランド製品、楽天（中国）食品有限

公司が生産した「ＬＯＴＴＥ（楽天）」ブランド製品は高品質と評価された。 

一方、新世紀食品有限公司（浙江省瑞安市）生産の「瑞発」ブランド製品は二酸化硫黄含有量

が基準をオーバー。金峰食品工業有限公司（福建省ショウ州市）生産の「Ｊ．Ｆ」ブランドクッキーは

細菌数が多く不合格となった。またチクロを使用しているにも関わらずラベルにその旨を記載して

いないという問題も目立っている。 

------------------------------------------------------------------------------------- 

◎中央政府、農村建設に５００億元投下 

【経済日報 2006年07月05日】 

国家発展改革委員会は、「２００６年政府農村支援投資ガイド（試行）」を発表、中央政府として農

業、農村発展のための支援を強化、国のインフラ建設の重点を農村へとシフトさせていくことを明

らかにした。中央政府は２００６年、農村建設に５００億元余り（全投資額の４５％）を投じ、農村の

生活条件改善のための投資も２００５年より増やしていく計画である。農村での食糧生産、水道・電

気整備、教育、衛生、貧困撲滅、インフラ建設などの分野に中央政府として３１０億元投資する。特

に、飲料水の安全確保に４０億元（２００５年比１００％増）、メタンガス有効利用事業に２５億元（同

１５０％増）を投じていく。 

------------------------------------------------------------------------------------- 

◎農村部への建設関連投資が５３２５億元に 

【経済日報 2006年07月05日】 

建設部は、「２００５年農村部建設統計公報」を発表、２００５年に全国農村で投下された建設関

連投資額は５３２５億元（５４４億元、１１．４％増。前年同期比、以下同じ）に達したことを明らかに
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した。 

このうち住宅建設には全体の４８．１％に相当する２５６０億元（２２６億元増）、公的施設建設には

全体の１７．１％相当の９１０億元（８３億元増）が投じられている。全国農村部で新たに建設された

浄水場は８２１カ所、新たに敷設された水道網は３万９９００ｋｍ、新たに１日あたり２６８万トンの給

水能力が増加した。 

また、同年新たに建設された道路は２１万２０００ｋｍに上っている。２００５年末現在、農村部の

道路は計３４６万５０００ｋｍ、橋梁は６８万６０００カ所、小都市の緑化率は１９．８％（１．５ポイント

増）。２００５年末現在、小都市の排水管網は計２１万３８００ｋｍとなっている。 

 

 

本情報は、株式会社日本能率協会総合研究所により 

翻訳された中国の新聞記事をもとに、同社の許可を得て

独立行政法人農畜産業振興機構が整理したものです。 

 


